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「
食
品
加
工
総
覧
」の
２
つ
の
特
徴

１
９
９
９
年
か
ら
刊
行
し
て

い
る
「
地
域
資
源
活
用

食
品

加
工
総
覧
」
全
１２
巻
は
、
こ
の

９
月
刊
行
の
第
２
巻
で
い
よ
い

よ
完
結
し
ま
す
。
本
書
は
、
時

代
そ
し
て
読
者
と
と
も
に
歩
む

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
型
の
書
籍
で

す
。

�１
著
者
、読
者
に
支
え
ら
れ
て
、

情
報
を
た
え
ず
更
新

各
地
の
試
験
研
究
機
関
や
食

品
企
業
で
進
む
素
材
研
究
や
新

商
品
開
発
、
安
全
・
安
心
で
経

費
の
か
か
ら
な
い
加
工
技
術
の

研
究
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
販
売

事
例
…
。
こ
の
よ
う
な
食
品
加

工
を
め
ぐ
る
動
き
を
ビ
ビ
ッ
ド

に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、「
食

品
加
工
総
覧
」
で
は
、
年
に
１

回
、
読
者
の
要
望
す
る
新
し
い

情
報
を
、「
追
録
」
と
い
う
形

で
台
本
に
組
み
入
れ
て
い
く
方

式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

農
業
出
版
社
の
老
舗
と
し
て

の
農
文
協
が
も
つ
、
研
究
者
・

農
家
を
中
心
と
し
た
優
に
３
０

０
０
人
を
超
え
る
農
業
�
素
材

・
食
材
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
、
新
た
に「
食
品
加
工
総
覧
」

の
執
筆
者
１
０
０
０
人
が
加
わ

り
、
さ
ら
に
、
読
者
の
声
を
聞

き
な
が
ら
営
業
し
、
全
国
各
地

で
情
報
を
集
め
て
い
る
１
０
０

人
以
上
の
職
員
か
ら
の
情
報
が

日
々
１
０
０
０
件
ず
つ
集
積
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重

層
的
で
、
生
き
の
よ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
追
録
、
情
報
更
新
の

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。

�２
検
索
に
よ
っ
て
、
本
を
縦
横

に
利
用
で
き
る

ま
た
、「
食
品
加
工
総
覧
」

を
縦
横
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
電
子
索
引
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
用
意
し
ま
し
た
。

「
搾
油
」
を
例
に
と
れ
ば
、
目

次
で
第
３
巻
に
基
本
的
な
搾
油

技
術
の
解
説
が
あ
る
こ
と
は
わ

か
り
ま
す
が
、電
子
索
引
で「
搾

油
」
を
検
索
す
れ
ば
、
江
戸
時

代
の
搾
油
技
術
（
第
７
巻
）、

エ
ゴ
マ
・
ゴ
マ
・
ダ
イ
ズ
・
ナ

タ
ネ
な
ど
素
材
ご
と
の
特
性
と

そ
の
一
覧
表
（
第
９
巻
）、
さ

ら
に
一
覧
に
な
い
ム
ベ
（
第
１１

巻
）
や
カ
ラ
シ
ナ
・
ヘ
チ
マ
の

種
か
ら
も
搾
油
（
第
１０
巻
）
で

き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
目

次
か
ら
は
見
え
な
い
情
報
、
い

ま
ま
で
に
な
い
新
し
い
素
材
活

用
の
ヒ
ン
ト
が
、
電
子
索
引
で

得
ら
れ
る
の
で
す
。

新
し
い
情
報
を
加
え
て
、

ま
す
ま
す
充
実
の「
食
品
加
工
総
覧
」

「
食
品
加
工
総
覧
」
は
以
下

の
５
つ
を
柱
に
、
情
報
を
更
新

し
て
い
き
ま
す
。

１
、
た
え
ず
豊
富
に
な
る
素
材

・
食
材
情
報

個
性
的
な
商
品
開
発
に
は
、

品
種
・
産
地
を
含
め
た
素
材
・

食
材
情
報
が
欠
か
せ
な
い
。
そ

の
点
、「
食
品
加
工
総
覧
」
は

４
０
０
に
及
ぶ
素
材
の
そ
れ
ぞ

れ
に
豊
富
な
食
材
情
報
が
集
積

さ
れ
て
い
る
（
素
材
編
・
第
９

〜
１２
巻
）。

例
え
ば
、
最
近
、
有
色
品
種

の
機
能
性
が
注
目
を
集
め
て
い

る
サ
ツ
マ
イ
モ
で
は
、
加
工
用

途
向
け
１５
品
種
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
黄
色
系
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
品
種
群
だ
が
、
β
―
カ
ロ
テ

ン
を
多
く
含
む
橙
色
系
、
抗
酸

化
作
用
、
発
ガ
ン
抑
制
な
ど
で

注
目
を
集
め
て
い
る
紫
色
系
な

ど
、
各
品
種
の
特
性
と
加
工
用

途
が
示
さ
れ
て
い
る
。
肉
色
や

肉
質
、
用
途
、
栽
培
特
性
な
ど

を
勘
案
し
て
、
素
材
と
し
て
の

特
性
を
見
極
め
た
い
。
さ
ら
に

本
文
で
は
、
機
能
性
成
分
が
皮

に
近
い
部
分
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
塊
根

全
体
を
利
用
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
、
加
工
時
の
留
意
点
を

紹
介
し
て
い
る
。

今
後
、
例
え
ば
血
液
サ
ラ
サ

ラ
効
果
で
注
目
さ

れ
て
い
る
黒
ダ
イ

ズ
や
、
機
能
性
に

特
徴
が
あ
る
品
種

情
報
な
ど
、
素
材

情
報
を
ま
す
ま
す

充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

２
、
商
品
開
発
の

多
様
化
情
報

第
４
巻
か
ら
第

８
巻
の
加
工
品
編

は
、
食
品
に
関
す

る
基
本
技
術
は
も
と
よ
り
、
伝

承
技
術
か
ら「
新
商
品
開
発
例
」

ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
第
５
巻
「
豆
腐
」
で

は
、
き
れ
い
な
緑
色
と
良
食
味

で
注
目
さ
れ
る
「
青
ダ
イ
ズ
豆

腐
」、
ジ
ュ
ー
ル
加
熱
技
術
を

使
っ
た
「
三
色
豆
腐
」、
新
食

感
・
冷
凍
耐
性
で
加
工
の
幅
を

広
げ
る
と
期
待
さ
れ
る
「
気
泡

豆
腐
」、「
お
か
ら
の
出
に
く
い

豆
腐
」
と
い
う
新
世
代
の
豆
腐

と
、
凍
み
豆
腐
、
白
山
の
堅
豆

腐
と
い
う
伝
統
的
で
特
徴
あ
る

豆
腐
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら

に
新
商
品
開
発
例
と

サイツマイモ塊根の機能性成分の分布

（
次
頁
へ
）

農文協の雑誌 食の文化と行動協文農

価格は税込ご注文は

「食品加工総覧」は、
たえず生まれ変わります

完完 結結 がが
ススタターートト

農文協〒１０７�８６６８ 東京都港区赤坂７�６�１ �０３（３５８５）１１４１ FAX０３（３５８９）１３８７ URL�http://www.ruralnet.or.jp/

★古今東西、食生活の背後に広がる自然と人間、
人間と人間の関係に迫る食文化誌。発行・味の
素食の文化センター 季刊、Ｂ５判●７５０円、
年間３０００円

Ｎｏ５１・２００３夏

岐路に立つ日本のお茶
責任編集・熊倉功夫 ペット
ボトルの「買う」お茶のブー
ムの陰で廃れる「日常茶飯」
の食卓のお茶。お茶から見え
る現代食文化の諸相。

食農教育
★「総合的な学習の時間」の総合誌。地域と連

携した深い学習を実践から追究。隔月＋増刊号、

Ａ５判●８００円、年間５６００円

Ｎｏ２９・２００３年９月号

江戸が教える食と環境の未来
開府四百年、環境の視点から

注目される江戸を食と農の循

環から探る。

食文化活動
★食を軸に、領域を越えた健康・福祉・教育の
地域連携活動を推進する情報交流誌。年２回刊、
Ａ５判●４００円、年間８００円

Ｎｏ３６・２００３年９月号

文部科学省「食生活
学習教材」活用実践集
全国の小学５年生、中学１年
生に配布された食教育の教科
書�「食生活学習教材」を使
った授業報告集。
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第三種郵便物認可） 第１９２８号２００３年（平成１５年）８月３０日（５）

し
て
、
冷
凍
豆
腐
、
ダ
イ
ズ
ア

レ
ル
ギ
ー
低
減
化
技
術
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
商
品
開
発

の
発
想
を
広
げ
、
多
様
な
商
品

開
発
に
活
用
で
き
る
情
報
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

超
微
細
製
粉
技
術
を
生
か
し

た
米
粉
パ
ン
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
原
理
に
学
ん
だ
ラ
ブ
ラ
イ

ス
な
ど
、
国
産
・
地
元
産
業
を

活
か
す
商
品
展
開
を
今
後
と
も

追
求
し
て
い
く
。

３
、
手
づ
く
り
の
よ
さ
、
素
材

の
よ
さ
を
生
か
す
加
工
技
術
情

報
い
ま
、
食
味
を
大
切
に
し
、

活
性
酸
素
を
ふ
や
さ
な
い
処
理

法
と
し
て
、「
低
温
ス
チ
ー
ミ

ン
グ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

「
食
品
の
酸
化
を
抑
え
、
水
分

や
エ
キ
ス
、
脂
肪
や
タ
ン
パ
ク

の
流
出
が
少
な
く
、
旨
味
成
分

を
閉
じ
込
め
た
状
態
で
火
を
通

す
こ
と
が
で
き
る
」（
第
３
巻
）。

調
理
人
が
求
め
る
「
煮
え
ず
に

火
の
通
っ
た
状
態
」
の
食
感
が

得
ら
れ
、
野
菜
・
魚
介
類
の
調

理
の
前
処
理
と
し
て
利
用
す
れ

ば
、
手
早
く
お
い

し
い
食
品
が
で
き

る
。
手
づ
く
り
の

よ
さ
、
素
材
の
よ

さ
を
取
り
込
ん
だ

加
工
調
理
技
術
と

い
う
こ
と
が
で
き

る
。
第
９
巻
に
あ

る
「
ポ
ク
ポ
ク
蒸

か
し
豆
」（
上
写

真
）
は
、
浸
漬
し

た
豆
を
缶
に
入

れ
、
高
圧
真
空
の

も
と
で
巻
締
め
し

た
あ
と
加
熱
を
す

る
も
の
だ
が
、
こ
れ
な
ど
は
素

材
の
よ
さ
を
生
か
す
加
工
技
術

だ
。安

心
・
安
全
や
地
産
地
消
が

い
わ
れ
る
現
代
は
、
手
作
り
の

よ
さ
、
素
材
の
よ
さ
を
ど
う
引

き
出
す
か
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
茹
で
る
、
蒸
す
、
煮
る
、

焼
く
な
ど
の
加
工
の
基
本
操
作

を
原
理
的
に
見
直
す
こ
と
が
要

請
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
食
品

加
工
総
覧
で
は
加
工
の
原
理
を

踏
ま
え
た
技
術
情
報
を
提
供
し

て
い
く
。

４
、
食
品
安
全
行
政
の
進
展
に

対
応
す
る
現
場
課
題

本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
表
示
方

法
、
衛
生
管
理
の
実
際
を
第
１

巻
で
、
品
質
保
持
技
術
は
第
３

巻
で
取
り
上
げ
て
き
た
。
ま
た

加
工
品
編
で
は
各
加
工
品
ご
と

に
食
品
衛
生
関
連
の
項
目
を
扱

っ
て
い
る
。
第
３
巻
所
収
の
廃

棄
物
利
用
で
は
、
再
利
用
の
場

合
に
受
け
手
と
な
る
農
家
の
側

か
ら
の
廃
棄
物
素
材
の
使
い
勝

手
の
記
述
も
あ
り
、
ほ
か
に
な

い
本
書
の
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
や
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
現
場
技
術
、

副
産
物
・
廃
棄
物
利
用
の
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。

５
、
農
業
・
農
村
と
直
結
し
た

経
営
戦
略

品
質
の
よ
い
素
材
は
持
っ
て

い
る
が
販
売
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
生
産
農
家
、
商
品
を
つ

く
る
施
設
と
人
は
持
っ
て
い
る

が
特
徴
の
あ
る
素
材
が
入
手
で

き
な
い
食
品
企
業
。
こ
の
よ
う

な
生
産
農
家
と
食
品
企
業
が
手

を
組
む
こ
と
で
、
新
し
い
商
品

展
開
が
生
ま
れ
る
。

岩
手
県
一
関
市
で
は
、
ビ
ー

ル
麦
生
産
農
家
と
麦
芽
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
Ｊ
Ａ
、
そ
し
て

地
域
の
醸
造
メ
ー
カ
ー
と
の
連

携
に
よ
っ
て
地
ビ
ー
ル
事
業
が

展
開
し
、
そ
れ
が
将
来
の
「
食

の
む
ら
」
構
想
に
ま
で
発
展
し

て
い
る
（
第
１
巻
）。

今
後
も
、
例
え
ば
ダ
イ
ズ
生

産
農
家
と
地
域
の
豆
腐
製
造
業

者
、
菓
子
製
造
業
者
の
連
携
と

い
っ
た
、
地
産
地
消
型
企
業
展

開
の
先
進
事
例
を
紹
介
し
て
い

き
た
い
。

●
企
画
へ
の
要
望
・
ご
意
見
を

「
食
品
加
工
総
覧
」
は
、
読

者
の
要
望
を
追
録
と
い
う
形
で

実
現
で
き
る
、
双
方
向
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
性
を
備
え
た
書
籍
で

す
。
ぜ
ひ
、
今
後
の
追
録
企
画

へ
の
ご
要
望
・
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

食・農・環境の勉強会
講師団を紹介します！
農林水産省の補助事業とし
て、食・農・環境の学習会
や講演会、シンポジウムな
どを企画する際の講師候補
をご紹介いたします。「食
と農の応援団名簿２００３年
版」無料進呈。
【連絡先】農文協内「食と
農の応援団」事務局
ＴＥＬ０３―３５８５―１１４９
http : //www.ruralnet.or.jp/
ouen/

企
業
展
開
の
た
め
の
情
報
収
集
が
飛
躍
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト「
ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館
」で
、

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http
:/
/
lib
.ruralnet.or.jp

■
「
食
品
加
工
総
覧
」
全
１２
巻

の
電
子
索
引
を
開
設
―
キ
ー
ワ

ー
ド
検
索
で
、
本
を
縦
横
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
他
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｄ
Ｂ
）

か
ら
も
、
食
と
農
の
生
き
た
情

報
が
得
ら
れ
ま
す
。

	１
日
本
の
食
の
原
点
を
知
る

「
日
本
の
食
生
活
全
集
」
Ｄ
Ｂ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
守
り
つ
づ
け

た
日
本
の
食
を
あ
ま
ね
く
聞
き

と
り
、
再
現
。
各
県
＋
ア
イ
ヌ

の
食
事
、
全
５０
巻
、
１
８
、
０

０
０
ペ
ー
ジ
、
５
２
０
０
０
種

類
の
料
理
、カ
ラ
ー
写
真
１
５
、

０
０
０
点
。

	２
農
家
の
取
組
み
と
思
い
を
知

る

「
現
代
農
業
」
Ｄ
Ｂ

月
刊
『
現
代
農
業
』
１
９
８
５

年
１
月
号
か
ら
最
新
号
ま
で
を

収
録
。
記
事
件
数
約
２
４
、
０

０
０
（
約
８
３
、
０
０
０
ペ
ー

ジ
分
）、
写
真
図
表
約
４
８
、

０
０
０
点
。
農
業
か
ら
暮
ら
し

ま
で
、
農
家
の
知
恵
が
満
載
。

	３
品
種
と
生
産
技
術
の
動
向
を

知
る
「
農
業
技
術
大
系
」
Ｄ
Ｂ

「
農
業
技
術
大
系
」
全
６
編
（
作

物
編
、
野
菜
編
、
果
樹
編
、
花

卉
編
、
畜
産
編
、
土
壌
施
肥
編
）

全
６３
冊
、
約
５
０
、
０
０
０
頁
、

記
事
件
数
１
０
、
０
０
０
を
収

録
。
作
物
の
基
礎
生
理
か
ら
、

生
産
技
術
、
実
例
ま
で
。

■
子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
の
大

切
を
伝
え
る

「
ふ
る
さ
と
学

習
・
食
農
教
育
コ
ー
ナ
ー
」

増刊 現代農業農文協の雑誌 食と農と地域づくり協文農
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★自然から人間へ、農村から都市への呼びかけ
…農的暮らしによるライフスタイル革命の動き
を全国から報告。季刊、Ａ５判●９００円、年間３
６００円

２００３年５月増刊

食の地方分権
地産地消で地域の食を地域に
取り戻す、地域主権確立の第
一歩。浅野史郎、増田寛也、
結城登美雄、高野孟、島村菜
津他

【既刊】スローフードな日本！／朝市大発見／
ナチュラルライフ提案カタログ／定年帰農ほか

月刊 現代農業
★安全安心の作物づくり、農家の加工・直売・
産直、食農教育、農都交流など農と食の今を伝
える総合誌。月刊、Ａ５判●８００円、年間９６００
円

２００３年７月号

米粉パンvs
国産小麦パン
素人にも簡単「福盛式」米粉
パンなど、より美味しく簡単
に！ 常識破る地産地消パン

２１世紀の日本を考える
〈食料・農業・農村〉
「農村空間」に立脚して農都両棲、定年帰農な
ど人生８０年時代のライフスタイルを提言。呼び
かけ人・内山節、川勝平太氏ら。季刊、Ａ５判
●４００円、年間１６００円
No２２・２００３年８月号

「女性起業」を地域で支援する
地域を元気にする加工、レストラン、民宿など
起業への提言、支援情報、事例集。


